
ヨーロッパのことわざに「トマトが赤くなると医者が青くなる」があります。これは、
あか いしゃ あお

赤い色素の「リコピン」には「抗酸化作用」があり、老化を防いでガンの発生を抑える
あか しきそ こうさんかさ よ う ろうか ふせ はっせい おさ

働 きが期待されるので、「トマトを食べると病気になる人が少なくなり、医者が暇にな
はたら きたい た びょうき ひと すく いしゃ ひま

る」という意味です。
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いばらきけんさんしょくざい しょうかい

いばらきをたべよう
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正解は、目立ちたいからで
せいかい め だ

す。人間や動物に食べられて、
にんげん どうぶつ た

種をあちこちにまき、子どもや
たね

仲間を増やしたいのです。
な か ま ふや

種が育っていない緑色のトマ
たね そだ みどりいろ

トは、「まだ食べられないよ」
た

というサインです。

トマトも大きさや形、色など
おお かたち いろ

たくさん種類があります。1年
しゅるい ねん

中売られていますが夏のトマ
じゅう う なつ

トが一番おいしく栄養価も高
いちばん えいようか たか

いです。
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茨城県は、全国有数のトマトの産地です。県内各地で１年を通して生産されています。特にミニ
いばらきけん ぜんこくゆうすう さ ん ち けんないか く ち ねん とお せいさん とく

トマトは、全国トップクラスの生産量を誇ります。各産地では様々なこだわりを持って栽培され
ぜんこく せいさんりょう ほこ かくさんち さまざま も さいばい

たオリジナル品種も多数あります。ミニトマトは、大きいトマトより栄養価も高いです。100ｇ
ひんしゅ た す う おお えいようか たか グラム

あたりでは、カロテンもビタミンCも約２倍含まれているんですよ。毎日食べて欲しい野菜です。
やく ばいふく まいにち た ほ や さ い

トマトの名前の由来は、「トマトウル」「ふくらむ果実」という意味です。
な ま え ゆ ら い か じ つ い み

南米アンデス山脈で生まれ、16世紀にヨーロッパへ伝わり、日本に伝え
なんべい さんみゃく う せ い き つた に ほ ん つた

られたのは330年前の江戸時代です。そのころは観賞用でしたが、
ねんまえ え ど じ だ い かんしょうよう

食用になったのは明治時代になってからです。トマトの種類に
しょくよう め い じ じ だ い しゅるい

「りりこ」や「あいこ」「桃太郎」などとあるのは、農家や食品会社
ももた ろ う の う か しょくひんがいしゃ

の人たちが、日々研究をしながら新しく作ったトマトに名前をつけているからです。
ひと ひ び けんきゅう あたら つく な ま え

桃太郎
も も た ろ う

給 食では、１６日（水）の夏野菜の豚汁に、茨城県産のトマトを使用します♪
きゅうしょく にち すい なつやさい とんじる いばらきけんさん しよう


